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災害で資産に損害を受けたときの雑損控除とは？
雑損控除は、災害により、資産に損害を受けた場合に、所得控除を受けることができます。震災、風水害など自然現象の異変による災害の他、盗難や横領による損害も対象となります。実際の控除計算方法や、詳しい内容などはスタッフまでお問い合わせください。

対象資産とは？
１．資産の所有者が納税者であること
２．納税者と同一生計の控除対象配偶者・扶養親族の者（所得金額等が38万円以下）
３．生活に通常必要な住宅や家財・衣類・現金などのほか、災害等に関連するやむを得ない支出

雑損控除を受けるための手続に必要なものは？
確定申告を行う必要があるほか、必要書類を添付する必要があります。
１．災害等に関連したやむを得ない支出の領収書や証明書
２．給与所得のある方は、源泉徴収票(原本)など所得に関する資料




